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を加え vortex mixerで充分に凍拝 し, 血祭





10分間室温で遠沈し,上清 に 5mlの Bray氏
sintilatorを加え液体 sintilationspectrometer






















Bray氏 Sintilator5ml 竺 - → ｣
液体 SintillationSpectr o 一










は1%の危険率で有意の差 が あ り, 重症 で は
cortisolの低値即ち副腎皮質機能の低下が認 め




表2 重 症 度
辛 値
- 27-
表3 重 症 度
1. 前値 (午前9時の血中Cortisol)について軽
症,中等痩,重症の3群間の比較










∃ N･S･ ; rij等症
l
(注) **--1%有意 (P<0.01)
















は発作型 と慢性型にわけ更に steroid剤を pre-
dnisoloneに換算 して 2g (400錠)以 下 群 と
2g以上群にわけて検討 した｡
発作型で prednisolone2g以下群の午前 9時
の cortisol値は 9.9士4.7,2g以上群では 4･1±
4.0慢性型では 2g以下群 7･1士3･8,2g以上
群 3.3±3.4と steroid剤の使用量が cortisol値
に影響を与えていることが明らかにわかる｡ 検
定 してみると発作型で 2g以下群と 2g以上群
では5%,慢性型では1%の危険率で夫々差を

























昭和49.12 気管支嘱息患者の副腎皮質機能 - 29-
3) 噂息羅病期間とcortisol値との関係 罷病期間を 1年未満,1- 5年,5年以上にわ
嘱息発作がその年に1回でもあれば期間に入 け夫々steroid剤を 2g以下群と2g以上群に
れ全 く発作のない年は除外 して罷病期間を決定 わけて検討 した｡ 1年未満で steroid剤が 2g
している｡ 以下群で の午前 9時 の cortisol値は 8.1±3.8
表8 期 間






























例数 】 平均値 (je) E標準偏差 (SD)









































値は欠如 している｡ 1- 5年では 2g以下群は
9･3士3･9, 2g以上群は 2.9士2.4, 5年以上で
は 2g以下群 8･6土4.6, 2g以上群 3.9土4.1















































































る方法で prednisoloneに換算 して 1日量 20～








































は ACTH と steroid剤の長期併用療法を行な



















重を要する｡ たとえ現在 steroid 剤 は中止 さ





分な対策 (期間中の steroid剤投与を含む) が
必要である｡
ま と め
気管支嘱息患者 の副腎皮質機能 を Rapid
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